
制
度
移
行
時
は

現
行
賃
金
の
保
障
を

「
基
本
パ
タ
ー
ン
は
あ
く

ま
で
目
安
で
あ
り
、
個
人
別

に
見
る
と
基
本
パ
タ
ー
ン
通

り
と
な
ら
な
い
者
も
い
る
」

と
提
案
を
し
て
い
ま
す
が
、

移
行
時
は
調
整
給
な
し
の
現

行
賃
金
を
保
障
す
る
格
付
け

と
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

「
定
義
書
に

加
え
賃
金
水
準

を
考
慮
し
な
が

ら
設
定
」
と
し

て
い
ま
す
が
、

定
義
書
の
適
用

は
新
処
遇
制
度

が
導
入
さ
れ
て

か
ら
、
と
す
べ

き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

賃
金
制
度
に
つ
い
て

57
歳
の
区
分
廃
止
を

「
57
歳
以
降
は
基
本
的
に

昇
級
・
昇
号
は
行
な
わ
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

降
格
制
度
で
は
言
及
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
廃
止
を
す
べ

き
で
す
。
尚
、
提
案
文
面
で

は
「
基
本
的
に
」
と
の
表
現

で
昇
級
・
昇
号
も
あ
り
う
る

と
理
解
で
き
る
の
で
、
明
確

に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

賞
与
制
度
は

格
差
が
大
き
い

「
賞
与
テ
ー
ブ
ル
」
の
サ

ン
プ
ル
デ
ー
タ
は
、
基
幹
職

３
級
の
場
合
、
定
額
が
53
万

１
０
０
０
円
で
、
こ
の
定
額

に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
個
人
別
業

績
別
加
算
が
ゼ
ロ
円
か
ら
の

設
定
で
「
基
準
値
」
が
18
万

（次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

2004年09月15日 むさしNet 第50号 (1）

制
度
詳
細
提
案
に
つ
い
て

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす
（連絡先） ルネサス武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男
＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

▼
第
28
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ア
テ
ネ
大
会
が
閉

会
し
た
。
今
大
会
に
は
、

国
連
加
盟
１
９
１
カ
国

よ
り
多
い
２
０
２
の
国

と
地
域
の
選
手
・
役
員
１
万

６
千
人
が
参
加
し
、
日
本
選

手
の
活
躍
が
話
題
を
呼
ん
だ

▼
特
に
女
子
の
活
躍
は
め
ざ

ま
し
く
、
選
手
総
数
で
も
メ

ダ
ル
獲
得
数
で
も
男
子
を
上

回
っ
た
。
そ
し
て
、
メ
ダ
ル

を
取
っ
た
他
選
手
も
取
れ
な

か
っ
た
選
手
も
、
日
常
鍛
え

た
技
と
力
を
力
い
っ
ぱ
い
発

揮
し
、
私
た
ち
に
感
動
を
与

え
て
く
れ
た
▼
し
か
し
、
日

本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
が
浅

い
こ
と
も
あ
る
が
、
女
性
の

指
導
者
や
役
員
は
ま
だ
少
数

だ
。
そ
し
て
、
社
会
で
は
ま

だ
偏
見
や
差
別
が
残
っ
て
い

る
。
特
に
企
業
の
中
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
だ
▼
今
回
の

女
子
選
手
の
活
躍
を
一
過
性

に
せ
ず
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
そ
の
力
を
発
揮
し
て

欲
し
い
も
の
だ
。

集積回路

職場討議を十分に

今回提案された内容は全面的な処遇

制度改訂で資料も膨大で、組合自身も

「現時点では組合としても各項目の細部

の検討及び検証が不十分な点も多く」と

述べざるを得ない状況であり、「組合員

の理解と納得を第一義に対応する」とし

ている組合方針との関係でも、期日にと

らわれない検討期間が必要ではないで

しょうか。

９
月
３
日
一
斉
に
「
ル
ネ
サ
ス
制
度
一
元
化
（
中
間
提
案
）<

詳

細
案>

」に
関
す
る
日
立
労
組
・半
導
体
業
種
本
部
見
解
が
職
場

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
の
骨
子
提
案
に
対
し
て
は
、
76
項
目
も
の
要
望
・意
見
が

出
さ
れ
、
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
提
案
に

対
し
て
、
働
く
者
の
生
活
と
権
利
が
守
ら
れ
る
制
度
の
一
元
化

と
な
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
検
討
を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。



（一
面
の
続
き
）

円
な
っ
て
お
り
、
加
算
額

の
上
下
の
格
差
が
大
き
す

ぎ
る
制
度
で
す
。

一
時
金
は

日
立
と
同
様
の

月
数
支
給
方
式
を

も
と
も
と
今
回
の
提
案

は
賃
金
で
の
格
差
が
大
き

い
制
度
の
導
入
で
あ
り
、

一
時
金
は
日
立
制
度
と
同

様
の
「
月
数
制
度
」
と
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

業
務
手
当
て
の

廃
止
は
慎
重
に

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る

業
務
手
当
て
の
廃
止
に
つ

い
て
は
、
関
係
者
の
意
見

を
聞
き
慎
重
に
対
処
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

評
価
制
度
は

他
人
と
の
相
対
評
価

で
な
く
個
人
の

絶
対
評
価
で

今
回
の
制
度
の
「
成
果
主

義
・
実
力
主
義
」
と
の
関
連

で
も
「
他
者
と
の
比
較
に
よ

る
相
対
評
価
」
は
整
合
性
が

な
い
の
で
は
な
い
か
。
相
対

評
価
と
は
、
総
額
人
件
費
の

中
で
分
け
合
う
考
え
方
で
あ

り
、
絶
対
評
価
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

移
行
時
賃
金
は

切
り
上
げ
方
式
に

「
原
則
移
行
前
賃
金
に
最

も
近
い
号
俸
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
近
い
号
俸
へ
の
切
り

上
げ
方
式
と
す
べ
き
で
す
。

減
収
補
償
は

定
年
ま
で
の
制
度
に

移
行
補
償
は
３
年
期
限
と

し
て
い
ま
す
が
、
中
高
年
は

不
利
益
と
な
る
場
合
が
あ
り
、

現
行
賃
金
に
ふ
さ
わ
し
い
号

俸
に
す
る
と
同
時
に
、
日
立

と
同
様
の
定
年
ま
で
の
補
償

と
す
べ
き
で
す
。

雇
用
延
長
に
つ
い
て

賃
金
の
処
遇
が

当
該
担
当
者
の

50
％
は
低
す
ぎ
る

再
雇
用
に
お
け
る
、
「
当

該
担
当
者
ク
ラ
ス
の
50
％
」

の
規
定
は
、
再
雇
用
さ
れ
る

者
の
定
年
時
賃
金
の
50
％
と

は
大
幅
に
違
い
、
再
雇
用
後

に
つ
く
そ
の
業
務
の
担
当
者

賃
金
に
対
し
て
50
％
で
あ
り
、

あ
ま
り
に
も
処
遇
が
悪
く
改

善
が
必
要
で
す
。

再
雇
用
は
「
当
面
62
歳
ま

で
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
厚

生
年
金
支
給
年
齢
時
点
ま
で

と
す
べ
き
で
す
。

定
年
延
長
は

議
論
に
な
ら
な
い
か

定
年
制
度
の
RH
・
RM
の
違

い
で
60.

５
歳
と
な
っ
た
が
、

会
社
の
経
営
指
標
の
「
年
計
」

と
の
関
係
で
は
RM
制
度
は
適

合
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
制
度
改
訂
の
機
会
に

「
定
年
延
長
」
問
題
が
議
論

さ
れ
た
ら
と
考
え
ま
す
。

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン

は
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
を

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
は

一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
の
為
「
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
」

を
求
め
ま
す
。

慶
弔
休
暇
な
ど
の

賃
金
・
賞
与
カ
ッ
ト
を

す
べ
て
「
な
し
」
に

こ
の
制
度
改
訂
で
は
、
従

来
の
RH
制
度
よ
り
改
善
が
見

ら
れ
る
が
、
詳
細
に
は
賃
金

カ
ッ
ト
あ
り
、
賞
与
カ
ッ
ト

あ
り
が
混
在
し
て
お
り
、
す

べ
て
カ
ッ
ト
な
し
に
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

（ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
）
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制
度
一
元
化
は

将
来
に
渡
る
重
要
問
題

懲戒制度について

ＲＨ現行の労働協約は「会社

の施設（寮の居室及び社宅を

除く）又は構内において許可な

く掲示、貼紙、放送又はこれに

類する行為を行なったとき」と

なっています。

今回は、さらに改悪し、寮・社

宅を除くもなく、報道・宣伝・募

金・署名活動・貼紙・文書配布

などを禁止しているが、憲法で

保障された自由と民主主義を

も規制するものであり、廃止を

すべきと考えます。



少
し
で
も

要
望
が
か
な
っ
た

10
月
か
ら
旧
Ｄ
製
の
東

セ
ミ
業
務
移
管
・
青
梅
に

勤
務
地
変
更
と
い
う
問
題

で
、
当
該
職
場
は
２
回
に

わ
た
り
組
合
と
話
し
合
い

が
も
た
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
出
さ
れ
て
い
た
「
三
交
代

勤
務
だ
と
、
出
退
勤
時
に
バ

ス
が
な
い
」
と
い
う
問
題
は

領
収
書
を
も
っ
て
く
れ
ば
タ

ク
シ
ー
代
を
支
払
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
ど
ん
な
所
な
の

か
前
も
っ
て
行
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
要
望
は
三
交
代
勤
務

の
勤
務
番
毎
に
Ｃ
勤
務
の
時

に
午
後
か
ら
行
っ
て
、
現
地

解
散
し
、
実
際
の
通
勤
経
路

を
経
験
し
て
み
る
と
い
う
こ

と
が
実
現
し
ま
し
た
。

評
議
員
区
新
設

勤
務
地
変
更
は
や
む
を
え

な
い
と
諦
め
て
い
る
も
の
の
、

少
し
で
も
要
望
が
か
な
っ
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

今
後
、
青
梅
地
区
に
出
向

さ
れ
る
職
場
は
、
評
議
員
区

を
新
設
し
て
武
蔵
支
部
と
し

て
の
活
動
を
展
開
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

三
年
後
の
出
向
見
直
し
時

期
と
の
関
係
で
も
し
っ
か
り

と
し
た
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
は
８
月
31
日
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

で
04
年
10
月
に
半
導
体
の
設

計
子
会
社
を
設
立
す
る
と
発

表
し
た
。
半
導
体
大
手
が
ベ

ト
ナ
ム
に
設
計
拠
点
を
設
け

る
の
は
珍
し
い
、
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

発
表
で
は
、
会
社
名
は

「
ル
ネ
サ
ス
・
デ
ザ
イ
ン
・

ベ
ト
ナ
ム
」
（
Ｒ
Ｖ
Ｃ
）
で
、

資
本
金
は
４
０
０
万
Ｕ
Ｓ
ド

ル
（
ル
ネ
サ
ス
１
０
０
％
出

資
）
。
人
員
は
、
当
初
20
～

30
人
で
発
足
し
、
06
年
度
に

２
０
０
人
、
10
年
度
に
は
１

０
０
０
人
以
上
に
ま
で
拡
大

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
は
、
中
国
の
北

京
と
蘇
州
に
も
半
導
体
の
設

計
拠
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
04
年
９
月
１
日
日
経
産
業

新
聞
よ
り
）
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◎
史
上
初

「プ
ロ
野
球
の
ス
ト
」

フ
ア
ン
と
し
て

応
援
し
た
い
ヨ
！

（
ス
ト
を
忘
れ
た
フ
ア
ン
よ
り
）

休
憩
室

JT
２
試
の
組
立
ラ
イ
ン

10
月
か
ら
業
務
移
管
・
出
向
へ

北セミ／千歳を

ﾐﾂﾐ電機に約80億円で売却

ルネサスは、９月１日に（北セミ）千歳工場を

ミツミ電機に12月、売却すると発表した。売却

額は明らかにしていないが、８０億円前後と見

られる。千歳工場は、先端加工設備を持たな

いため、長期的に利用価値が低いと判断した。

ミツミ電機はルネサスの工場を手に入れるこ

とで、早期に事業拡大ができる。千歳工場の

４５０人の従業員は、２年間出向し、その後

「転属」する予定としています。

（04年9月2日付「日経産業新聞」より）

ベ
ト
ナ
ム
に
設
計
子
会
社
設
立



処
遇
制
度
一
元
化
の

説
明
会
に
参
加
し
て

９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で

12
回
に
わ
た
り
処
遇
制
度
一

元
化
に
対
す
る
労
使
説
明
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
参
加

し
て
感
じ
た
事
は
、
全
体
と

し
て
親
切
な
運
営
だ
と
感
じ

た
が
、
組
合
側
の
説
明
と
し

て
は
、
会
社
提
案
の
制
度
内

容
を
解
説
す
る
の
だ
け
で
な

く
組
合
と
し
て
の
観
点
で
の

問
題
意
識
も
話
し
て
頂
け
た

ら
良
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
今
回
の
一
元
化
の
資
料

は
膨
大
で
あ
り
、
説
明
を
聞

く
だ
け
で
も
時
間
が
短
か
く

感
じ
、
理
解
で
き
た
か
ど
う

か
不
安
で
あ
っ
た
。

（
Ｙ
）

医
療
従
事
者
の
処
遇
制
度

看
護
師
は
総
合
職
に

医
療
従
事
者
の
職
群
は

「
特
務
職
」
で
あ
り
、
提
案

さ
れ
て
い
る
考
え

方
で
は
放
射
線
技

師
や
薬
剤
師
は
総

合
職
で
看
護
師
は

基
幹
職
と
な
っ
て

い
る
。
薬
剤
師
は

薬
科
大
学
を
卒
業

す
る
の
で
総
合
職

に
な
る
の
は
わ
か

る
。
し
か
し
、
看

護
師
の
基
幹
職
へ

の
考
え
は
ど
う
か

と
思
う
。
昔
は
中

卒
の
準
看
護
婦
の

人
が
い
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
今
は
高
卒
で
そ

の
後
専
門
学
校
に
行
く
か
、

四
年
生
大
学
の
看
護
学
科
を

出
る
の
が
ほ
と
ん
ど
の
コ
ー

ス
な
の
だ
か
ら
、
総
合
職
の

位
置
付
け
が
適
切
で
は
な
い

か
と
思
う
。

（
Ｍ
子
）

「
液
晶
連
合
」

日
立
・
松
下
・
東
芝

９
月
１
日
の
マ
ス
コ
ミ
は
、

液
晶
「
日
の
丸
連
合
」
日
立
・

松
下
・
東
芝
が
液
晶
パ
ネ
ル

を
06
年
夏
を
め
ど
に
共
同
生

産
す
る
、
と
大
き
く
報
道
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
運
営
が
企

業
の
枠
を
こ
え
た
取
り
組
み

と
な
る
事
を
示
し
て
お
り
、

労
働
組
合
の
役
割
も
企
業
内

組
合
の
枠
を
こ
え
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
く
る
様
に

思
わ
れ
ま
す
。

（
Ｔ
）

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶

ル
ネ
サ
ス
の
処

遇
制
度
の
一
元
化

は
「
詳
細
提
案
」

が
さ
れ
労
使
説
明

会
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
職
場
か
ら
の
意

見
反
映
は
９
月
17
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
資
料
は

膨
大
で
す
が
関
係
す
る
箇

所
も
含
め
て
意
見
反
映
を

し
ま
し
ょ
う
。

（
Ｔ
）

日本経団連の調査
定昇廃止論にブレーキ

日本経団連は、調査依頼の内５４５

社が回答した０４年春闘アンケート結

果を８月２５日発表した。それによる

と「定期昇給を廃止し降給も含む成果、

業績で決定すべき」と答えた企業経営

者が５６.９％と、前年の調査に比べて

３.７％減少している。逆に「定昇のみ

とし成果や業績は賞与に反映」との答

えは４.９％増の３０.４％となった。

としています。

やはり、定期昇給は制度としてあっ

た方が良いと言える状況です。（Ｔ）
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